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青葉山キャンパス
サイクロトロン・ラジオアイソトープセンター破損状況

多彩な量子ビームにより、基礎科学からライフサイエンスに至る研究を推進する学内共同利用加速器施設。
地震により、センターの心臓部である加速器本体の支柱が崩壊し、各種構成部品、ビーム輸送装置等が破損。
総重量２００トンの加速器の支持構造補修、加速器内部の精密部品の修理・調整等が共同利用再開に必要。

加速器本体を支持する支柱が崩壊

ビーム供給用真空ダクト破損

加速器構成部品支持部破損

写真１
（３－A）

被災箇所所在地
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人間・環境系実験研究棟青葉山キャンパス 大学院工学研究科

青葉山キャンパス 大学院工学研究科 電子情報システム・応物系建物

写真１（３－B）

写真１（３－C）
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政府「復興構想会議」

自治体「復興計画」

東北大学
災害復興新生研究機構

行政との連携 （復興ビジョン・計画への貢献）
ワンストップサービス

世界・日本の大学等の
英知を集結する拠点

東北大学災害復興新生研究機構の創設

東日本大震災の被災地域における中核大学として、被災からの復興・
地域再生を先導する研究・教育・社会貢献等に戦略的かつ組織的に
取り組み、その成果を発信・実践する。

様々なニーズ（可能性）に
柔軟に対応し得る枠組み
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東北大学災害復興・地域再生重点研究事業構想
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